
再生事業の現場から問い直す泉靖一のイオル＜共同
研究 :
沙流川調査を中心とする泉靖一資料の再検討＞

言語: ja

出版者: National Museum of Ethnology

公開日: 2020-03-24

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 大西, 秀之

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15021/00009500URL



泉靖一アーカイブとは
国立民族学博物館には、著名な人類学・民族学関連の研究

者や組織が収集した民族誌資料やデータなどが「民族学研究
アーカイブズ資料」として所蔵されている。泉靖一アーカイ
ブは、そうした民博の所蔵資料を構成する1つである。

泉靖一は、第二次世界大戦後、東京大学に新設された文化
人類学研究室のスタッフとして同研究室を牽引するとともに、
国立民族学博物館の創設にもかかわった人類学者である。泉
の調査研究は、済州島、オロチョン、西ニューギニア、北海
道開拓移民、ブラジル日系移民、アンデス文明そしてアイヌ
民族など国内外の広範な集団、社会、文化、歴史を対象とし
ておこなわれた。同アーカイブは、こうした泉の旺盛な調査
研究に基づく資料・データによって構成されている。

泉靖一のアイヌ社会像
本共同研究では、泉靖一アーカイブのとくに北海道日高地

方の沙流川流域におけるアイヌ民族にかんする資料・データ
を主要な対象として、その再検討、再評価を試みる。沙流川
流域は、1951年に日本民族学協会が主催した「アイヌ綜合
調査」の一環で対象とされた地である。

アイヌ綜合調査は、泉靖一個人にとっても、日本の文化／
社会人類学にとっても、そして何よりもアイヌ研究にとって
一大画期となった調査であり、学史的背景、調査研究倫理、

政治社会的情勢などさまざまな視点からの批判や検証がおこ
なわれている（清水 2009； 木名瀬 2013）。もっとも、
ひとり泉の調査研究のみならず、既存のアイヌ研究には、そ
の姿勢やあり方に対する認識論的・政治的批判が現在に至る
まで加えられてきた。

しかし、こうした批判や検証の反面、沙流川流域の調査研
究に基づき泉が提示した社会像は、現在もさまざまなアイヌ
研究のなかで参照されている現状が少なからず窺われる。そ
のもっとも顕著な事例が、アイヌ語で「イオル（iwor）」と
表現される、生業活動をはじめとする生活実践を営むための
場を中心としたアイヌ社会像である（泉 1951）。イオルを
中核とする社会像は、1990年代以降新たな資料・データの
蓄積や調査研究の推進により、既存のアイヌ研究に大幅な見
直しを促す成果が数多く提示されている歴史学や考古学など
の研究分野でも、所与の基本モデルとして位置づけられてい
る傾向さえ指摘できる（大西 2018）。

沙流川調査資料の再検討
このような状況を考慮に入れ、本共同研究では、アイヌ民

族にかかわる学術研究や文化振興に携わってきたメンバーが
その経験や知見を基に、泉靖一のイオルを中核とする社会像
の基となった沙流川流域での調査資料を中心とする基礎資料・
データを、今日的な研究成果や社会意義などから改めて読み
解き、その学術的・社会的活用の新たな可能性を追究する。

具体的には、アイヌ研究に関連する人類学、
歴史学、考古学などの現在までの成果と、
アイヌ文化振興にかかわる政策・事業活動
の成果を踏まえ、多角的に泉の調査資料・
データの再検討をおこなうことにより、単
なる政治的・認識論的な批判や歴史的事実
関係の正否の検証にとどまらない、新たな
評価や解釈を提示したいと考えている。

とりわけ、本共同研究では、現在平取町
を含む北海道各地で推進されている、「イ
オル（伝統的生活空間）再生事業」を中心
とするアイヌ文化の継承や振興に対して、
泉の調査資料が果たしうる貢献や役割を検
討する。イオル再生事業を主要な対象とす
る理由は、それが学術的にも政策的にも結
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沙流川の近景（2018年8月16日、平取町二風谷地区）。

2 6 ｜ 民博通信 Onl ine   No.1 | 2020

S
t

a
r

t
 

u
p



節点となるからにほかならない。実際、泉が沙流川流域調査
に基づき提起したイオルは、言語学的研究から本来の語意と
の齟齬が指摘されている（奥田 1998）ものの、前述した
ように現在でも広範な研究分野で参照・引用されている。ま
たなによりも、この事業名が示すように、泉が抽出したイオ
ルは、現在のアイヌ文化振興のなかで象徴的にもちいられ再
生産されている現状がある。

アイヌ文化振興としての文化的景観の取り組みを説明する看板（2018
年8月17日、平取町二風谷地区）。

現地における当事者性から
いっぽう、本共同研究のメンバーの半数は、沙流川流域に

位置する平取町で文化財行政やアイヌ文化振興事業などに従
事している。そのなかには、地域住民であるとともに、アイ
ヌ民族としてのアイデンティティを表出し、文化振興事業に
かかわる調査研究に従事し豊富な経験・蓄積を有している数
名の方々が加わっている。このため、本共同研究は、かつて
アイヌ綜合調査などにおいて被調査対象者とされ、日本社会
のなかで政治的社会的に少数派先住民族の側に位置づけられ
てきた人びとが、主体的に参画する調査研究および社会的実
践ともなり、その成果は当事者性を大いに孕むものとなる。

くわえて、本共同研究では、現在まで沙流川流域において
蓄積されてきた複数分野の調査研究成果との比較検討を試み
る。1例として、埋蔵文化財発掘の調査成果をあげるならば、
聞き取り調査で再構成された「過去」のアイヌ文化が、考古
学的にどの年代まで遡りうるものか究明できる可能性がある。
また、文化振興事業にかかわる聞き取り調査によって収集さ

れている、現在アイヌ民族である住民の方々が語る「チノミ
シリ（祈りの場）」などの文化的空間概念が、泉の調査結果
とどこまで異同があるか検証することも計画している。

以上のように、本共同研究は、抽象的・概念的な批判や評
価に限定されることなく、泉の調査資料・データを、これま
で各メンバーが調査研究や文化振興などに従事するなかで蓄
積されてきた成果や経験に基づき再検討をおこなうものであ
る。こうした検討をとおして、イオル再生事業などのアイヌ
文化振興に対する直接的な活用を目指すことで、たとえそれ
がわずかな貢献に過ぎないものであったとしても、過去に調
査研究対象とした先住民族の人びとへの還元のあり方を追究
したいと考えている。

チプサンケ（舟おろし）でも使用される丸木舟（2018年8月16日、平
取町二風谷地区）。
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